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──７月１４日の臨時総会で遠洋マ
グロ延縄漁船の休漁を決めたそうで
すが、その規模は？
石川組合長 日かつ漁協に所属す
る全船２３３隻が実施します。８月か
ら向こう２年間にどの船も２ヶ月間
船を止めます。
──なぜ休漁するのですか？
石川組合長 休漁の原因は、暴騰
と言える燃油価格の急激な上昇があ
ります。漁船はかなりの油が必要で
す。ガソリンなどに比べて安いＡ重
油を使っていますが、それもこの５
年間で３倍、この２年で比較すれば
２倍に上がりました。マグロを獲る
のにかかる費用の半分近くを油代が
占めるようになり、そのほかにエサ
代などを含めるとまったく採算が合
いません。ただ、今回の休漁はそれ
だけが理由ではありません。燃油価
格が上がってもマグロがその分多く
獲れれば採算を合わせることも可能
ですが、今はマグロ資源の状態も悪
く思うように釣れないからです。こ
れは深刻です。今回の休漁は、油代
が高すぎることに加え、操業回数を
減らすことで資源を回復させようと
いうねらいもあります。
──マグロ漁業者はそんなに大変
ですか？
石川組合長 ふつうは、マグロが
獲れず供給が減れば、販売価格は上
がります。しかし、現状では、供給

が減っても魚価が上がりません。マ
グロの値段を生産者が決められませ
ん。わかり易く言えば、購買力のあ
る大手の量販店が決める仕入れ価格
が生産者価格を決めるのです。消費
者の皆さんが払う代金の半分以上は
流通経費で、生産者の取り分は３割
程度にすぎない。遠洋マグロ漁業者
は１年以上も漁に出て高い油代を使
って一生懸命マグロを獲ってきて
も、儲けることができないどころか、
今や大きな赤字になっています。そ
のことを消費者はほとんど知らな
い。休漁はそのことを消費者に知っ
てもらうためのものでもあるので
す。漁師は漁に出てなんぼの仕事で
す。本来は休漁はしたくありません。
──休漁することで消費者にはど
んな影響が？
石川組合長 休漁は、このままで
は、マグロ漁業経営が破綻し、多く
のマグロ延縄漁業者が廃業や企業の
縮小に追い込まれてしまうことを知
ってもらいたいという思いもあって
行うものです。マグロ漁業者が居よ
うと居なくなろうと関係ないと思う
消費者の方がいるかもしれません
が、もし、マグロ漁業者が減ってし
まえば、休漁で供給が一時的に減る
どころか、長期的ににマグロの供給
が減り、マグロが気軽に買えなくな
る状況もありえます。なんとかマグ
ロ延縄漁業が続けられる環境ができ

れば、将来もマグロを安定して供給
することができ、それが、結局は消
費者の利益につながるはずです。
──消費者の理解は得られると思
いますか？
石川組合長 わたしは理解してい
ただけると思います。消費者の方は
それほど無理解ではなく、なぜマグ
ロがこんな価格なのか、なぜ休漁を
するのかという事実の背景を知らな
いだけだと思います。理由がわかれ
ば、支持していただけると思います。
──マグロ資源も悪化しているの
ですか？
石川組合長 マグロの主要漁場で
ある太平洋の東部太平洋では、この
１０年間で４０％も漁獲効率（ＣＰＵＥ）
が下がっています。これをなんとか
回復させないといけません。

（２面につづく）

漁船の一斉休漁が大きな話題となっている中で、遠洋マグロ延縄
漁船も休漁することを決めました。休漁しなくてはならない理由は
何か、消費者への影響はないのか、日本かつお・まぐろ漁業協同組
合の石川賢!組合長に聞きました。 （インタビュー・浮須雅樹）
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─ みんなの力で おいしいマグロを いつまでも ─
発行・社団法人 責任あるまぐろ漁業推進機構

遠洋マグロ延縄漁船全船休漁を決断!
日日本本かかつつおお・・ままぐぐろろ漁漁業業協協同同組組合合 組組合合長長 石石川川賢賢"氏氏にに聞聞くく



──資源が悪化した理由は。
石川組合長 原因の一つに獲りす
ぎがあります。しかし、少なくとも
刺身マグロを漁獲する遠洋マグロ延
縄漁業は船の数を減らし、世界的に
マグロ資源に悪影響を与えないよ
う、先行して責任あるまぐろ漁業推
進機構（ＯＰＲＴ）を作ったりして
努力してきました。とくにＯＰＲＴ
の役割は大きかったと思います。し
かし、マグロを獲る漁業には、まだ
そうした資源管理の体制ができてい
ない漁業もあります。缶詰用にカツ
オをまとめて獲る時にメバチ、キハ
ダの稚魚も大量にとってしまう巻網
漁業がそのひとつです。巻網漁業自
体が悪いというのではなく、巻網漁
業を行う世界の漁業者が資源への影
響を考え操業を抑制する体制を構築
する必要があると訴えたい。また、
資源の現状に照らして、その動きを
加速しなくてはいけません。巻網漁
業にはそうした実行力をともなった
組織はなく、主導権をもって取り組
もうという国もありません。
──先日、マグロ延縄漁業を行う
主要４ヵ国業界で休漁について合意
したそうですね。
石川組合長 油代が高騰し資源も
悪化している今、日本、中国、韓国、
台湾が協調して一緒に休漁しようと
いうことを決めました。それ以前は、
どの国の生産者も自分だけが休むと
いうことができませんでした。休め
ばその分をほかの国の船が獲ってく
るだけですから当然です。しかし、
そうも言っていられない状況だとい
うことが、この４ヵ国生産者団体の
合意で解ると思います。
──この協調休漁で延縄の対策は
もう終わったと？
石川組合長 違います。資源を回
復させるためにまだ、延縄漁業も取
り組むべき課題があります。今後、
もし、資源回復のために延縄の漁獲
枠の割り当てを削減してほしいと資
源管理機関から、言われれば受け入
れざるをえないでしょう。もちろん
まず拡大を続ける世界の巻網漁業の
抑制対策が今は必要ですが、延縄も
更なる努力が必要です。何度も言い
ますが、それだけ世界のマグロ資源
は悪化しています。私は、いま世界
的なマグロ漁業の構造改善が必要に
なっていると思います。まず、漁獲
の能力、漁獲量をこれ以上増やさず、
適当なレベルまで下げることを目指
して一刻も早くマグロ資源をこれ以
上減らさない具体策をとらないとい
けない。それができなければ、日本

だけの問題でなく、マグロを対象と
した世界の漁業は衰退に向かうでし
ょう。我々は有限な天然資源を使っ
ていることを自覚し、早急に対策を
実行しなければなりません。
すべてのマグロ漁業を効率的にマ
グロを獲れる巻網漁業にしたらよか
ったという声もありますが、すべて
巻網漁業に転換すれば地球規模で膨
大な巻網の漁獲努力量が作り上げら
れることになります。カツオ資源は
悪くないと言われてますが、漁獲拡
大を放置していつまでも続く保証は
ない。いざ資源が悪化すると、むし
ろ網漁業の方が衰退するスピードは
速いと思います。今、儲かっている
からといって将来を考えないのは巻
網にとっても得策ではありません。
その点、延縄は刺身用に選択的にマ
グロを間引いて獲っている漁業であ
り、資源に与える影響は限定的な漁
法であるのは間違いないと思いま
す。刺身という、延縄漁業の漁獲物
を求める需要も世界的に増えてきて
おり、延縄漁法は温存していくべき
です。効率的な漁法で獲れさえすれ
ばばいいということで解決できるも
のでは無いと思います。
──油代の高騰にはどう対応され
るのですか？
石川組合長 今の緊急の事態を乗
り切るためには政府の支援が必要で
す。しかし、それだけに頼るわけに
もいきません。いつまでも政府が支
援をしてくれるわけでもないと思い
ます。生産者自らも考えてやれるこ
とは、やらなければなりません。た
とえば、釣り延縄の手法を使いなが
らも、もう少し効率的に漁獲してい
く漁法を考えることも必要です。今
のように非常に単純に一本の延縄を
１５０キロも流すやり方はすでに限界
にきているとも思います。資源にや
さしい釣り延縄の手法を使いながら
も、もう少し効率的に漁獲していく
漁法を考えることを考えないといけ
ない。そうしないと、油代の値上が
りに対応できない。さらに漁獲する
製品のレベルも上げながら、漁獲効
率をもう少し上げるなどいろいろ工
夫することで、延縄の生きる道を探
らなければいけないと思います。
──日本がマグロ延縄漁業をつづ
ける意義をどうお考えですか？
石川組合長 今日のように世界的
に資源管理措置が強化され、厳しい
国際漁獲枠（ＴＡＣ）が設定される
ようになっている時、日本が遠洋マ
グロ漁業をやめるとどうなるか。『使
わないＴＡＣは返してください』と

言われるのは間違いない。そうなる
と再び日本がマグロ漁業をやろうと
思っても、漁獲枠がなく簡単にマグ
ロ漁業が始められなくなってしまい
ます。要するに、国際機関に決めら
れたＴＡＣは大切な国の財産なので
す。この財産を一度失うと取り戻す
ことはほぼ不可能になり、日本は長
年、営々と築きあげてきた国家権益
を失います。

日本人が食べるマグロは日本船で
──消費者の立場からみて、日本
の漁業がなくなると刺身食文化への
影響は？
石川組合長 日本のマグロ漁船が
いなくなり、マグロが供給されなく
なればどうなるでしょうか。その影
響は大きいと思います。他国から輸
入すれば良いという議論があるにし
ても、ただでさえ資源状態の悪いマ
グロです。世界での資源の取り合い
の中で、日本は劣勢にたたされてし
まうと思います。やはり日本人が食
べるマグロは日本の船が獲る状態を
維持したい。そのために私たちは全
力でがんばります。そのことを消費
者にも理解し協力してもらいたいと
思います。
──一定規模の日本のマグロ延縄
漁船は残すべきだと。
石川組合長 国策としてでも残す
べきです。これまでは、政府も含め、
日本中の人々が、食料危機は飢饉や
戦争が無ければあり得ないと思って
いました。しかし、食料に国際投機
マネーが流入し、自国民の食料確保
のために食料の輸出を禁止する国が
でるなど、人為的に食料の危機が起
きることに初めて気づいたのです。
金を出せばいくらでも買えるとい
う幻想をいだくのはもうおかしい。
投機筋が動いて食料を投機の対象に
し始めた今、あらためて日本の食料
政策を考えていく時がきていると思
います。欧州は工業国ながら１００％
以上の食料自給率を維持している。
これは自分たちの食べるものは自分
たちで確保しておかないといけない
ということを、常に隣国からの侵略
の恐れがあった大陸国家として過去
に学んできたからだと思います。水
産物をどれくらい自分たちで賄える
ようにしておけばいいかを決めるの
は難しいですが、遠洋マグロ延縄漁
業が燃料を食って非効率的だからと
決め付けて、いらない漁業と切り捨
ててはいけないことを、これまで果
たしてきた役割も含め、知ってもら
いたいと思います。
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日かつ漁協（石川賢#組合長）は
７月１４日、臨時総会を開き、休漁の
実施を決めた。８月１日から２２年７
月３１日までの２年間の中で、全船が
国内もしくは外国の指定港で２か月
以上停船する方式で、休漁時期は各
船の操業計画に合わせて行う。
休漁は、日かつ漁協に所属する２３

３隻のうち、初年に約１００隻、２年目
は残りの船が実施し、全船参加する
形をとる。休漁することで冷凍マグ
ロの供給量は、初年の１００隻分で５００
０&が減少、２年間の休漁で１万&

以上の供給が減少する計算になる。
休漁に際しては、休漁期間中の乗
組員の雇用確保などが必要となるこ
とから、政府に対して休漁補償を求
めていくが、政府の補償が決まるま
での期間、各船の負担も含む自己資
金で休漁補償に対応する考えだ。
さらに、燃油高でマグロ漁業経営
が厳しさを増し資金繰りが悪化して
いる経営体もあることから、金融機
関に対し漁業経営維持安定資金など
制度資金の積極的な活用や資金面で
の支援措置も求める。

６月２７日、東京で日本、韓国、台
湾、中国の遠洋延縄漁業生産者団体
が会合。（中国は書面参加）「魚価の
長期的低迷」、「資源の減少により近
年マグロが釣れなくなっているこ
と」、「最近の燃油価格の高騰」のた
め操業継続が困難となっている実情
を、広く一般社会に訴えるとともに
マグロ資源の保全・回復をはかるた
め、協調し、休漁を実施することに
合意した。
また、マグロ資源に脅威を与えて
いる大型まき網漁業や適正に管理さ

れていない蓄養マグロ漁業排除のた
めの対策を早急に実施するよう資源
管理機関、各国政府、流通関係者、
消費者に働きかける等についても合
意し共同声明（右記に全文）として
発表した。
※ＯＰＲＴの調査では、この４団
体の漁船を含め、日本に冷凍刺身マ
グロを供給する世界の遠洋マグロ延
縄漁船の約３分の１にあたる約４００
隻が、休漁する見込み。台湾は、既
に２００隻が休漁している。

ＥＣ（欧州委員会）は、６月１２日、クロマグロの地中海・東大
西洋まき網漁業を禁止する緊急規則を公表した。漁獲枠の超過を
防止するため。ギリシャ、フランス、イタリア、キプロス、マル
タについては、６月１５日、スペインは、６月２３日以降の操業を禁
止した。（昨年ＥＣは１６，７８０トンの漁獲枠に対し約５，０００トン超
過。）まき網漁自体に加え、まき網で捕獲されたクロマグロの水揚

げ、イケスで太らせる「蓄養」への利用、他の船への積み替えも
禁止される。（漁獲枠が減少しているのに関わらず、ＥＣ登録ま
き網漁船は、昨年９２隻が今年１３４隻に増加したとも伝えられてい
る。）高級寿司種として知られているクロマグロ。大部分を日本が
輸入している。漁獲枠を超過したクロマグロを輸入しないよう輸
入監視の強化等、乱獲防止に向け、日本の対応も求められている。

日本かつお・まぐろ漁業協同
組合、中国漁業協会遠洋漁業分
会、特別法人韓国遠洋産業協会
まぐろ延縄漁業委員会及び台湾
区遠洋鮪漁船魚類輸出業同業公
会は、長引く魚価の低迷等によ
り、まぐろ延縄漁業の経営が厳
しい状況にあったことに加え
て、近年のまぐろ類資源の減少
による漁獲率の低下及び最近の
燃油価格の異常な高騰により、
操業の継続自体が困難な状況と
なっていることを共通認識とし
て、まぐろ類資源の保全及び回
復によって遠洋まぐろ延縄漁業
の存続を図るため、協力して、
以下の対策を実施することに合
意した。

１．われわれ四団体は、近年、
急速に増えてきた大型まき網漁
業や適正に管理されていない蓄
養がまぐろ類資源に与えている
脅威を排除するために必要な資
源管理措置が一日も早く講じら
れるよう、地域資源管理機関、
各国の漁業当局、流通関係者及
び消費者に対する働きかけを継
続する。

２．われわれ四団体は、遠洋
まぐろ漁業が危機的な状況に直
面していることを広く一般社会
に訴えるとともに、まぐろ類資
源の回復に資するため、遠洋ま
ぐろ延縄漁船の休漁を実施す
る。

３．われわれ四団体は、需給
構造の安定化を促進するため、
自国の冷凍刺身まぐろ市場の拡
大育成及び米国、ＥＵ等の新規
市場開拓に努力する。

日付 ： ２００８年６月２７日
於 ： 東京

日本かつお・まぐろ漁業協同組合
中国漁業協会遠洋漁業分会
特別法人韓国遠洋産業協会まぐろ延縄漁業委員会
台湾区遠洋鮪漁船魚類輸出業同業公会

No.３０OPRTニュースレター ３
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遠遠洋洋ママググロロ船船がが全全船船休休漁漁決決定定 まぐろ類資源の保
全等に関する合意２年間で各船２か月以上停船

日・中・韓・台 遠洋マグロ延縄漁業４団体休漁合意
!燃油高騰"!資源回復"のため

ククロロママググロロ（（地地中中海海・・東東大大西西洋洋））禁禁漁漁決決定定
欧州委員会緊急規則 発動
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生生産産、、貿貿易易、、流流通通、、消消費費のの関関
係係者者がが結結束束ししてて取取りり組組むむ!
ＯＰＲＴは５月２７日、平成２０年度
通常総会を開催しました。
冒頭、中須勇雄会長は「ＯＰＲＴは
マグロ資源の持続的利用に、生産者、
貿易、流通、消費者と共に一体となっ
て取り組んできたが、燃油価格の高
騰で、このまま価格が推移すれば、漁
業の存続ができない。マグロ資源の
持続的利用とともに石油問題にも対
処していかなければならない。関係
者が結束して、この難局を乗り越え
ていきたい」とあいさつ。来賓の中前
明水産庁次長は「世界的なマグロ類
資源の悪化や魚価低迷に加え、燃油
価格の高騰などの影響により世界の
マグロ延縄漁業を巡る状況は非常に
厳しい。わが国としては責任ある漁
業国・消費国として、国際的な資源
管理に引き続き協力していくととと
もに、わが国遠洋漁業の維持・確保

に向けた取り組みを充実していく必
要がある。マグロ資源の持続的利用
を図るには、生産者のみならず、関
係者が一体となって世界レベルでの
取り組みを行っていくことが肝要。
ＯＰＲＴに期待される役割は益々、
重要性を増している」と述べました。
平成２０年度事業計画は、ＯＰＲＴ
の設立目的（!まぐろ資源の持続的
利用の推進"国際的、社会的責任に
答えたマグロ漁業の発展）に資する
ために、会員の連携・協力の下、事
業を実施するとの方針の下に作成さ
れた原案が承認されました。（詳細
ＯＰＲＴウェブサイトに掲載）。
今回、任期満了に伴う役員改選で、
中須会長と原田専務が再任されまし
た。なお、セイシェル、フィジーが新
たに加わり、会員は１８団体、登録隻
数は１，１５３隻。また、賛助会員も４０３
（内法人６１）に増加しました。

ママググロロ休休漁漁にに理理解解をを求求めめてて
ＯＯＰＰＲＲＴＴがが声声明明

ＯＰＲＴは、総会の前日、各国会

員と意見交換会を開催しました。そ
の結果、各国業界とも、燃油高騰に
より、操業継続が困難な状況にあり、
台湾、中国等、既に休漁している漁
船も多数あることが明らかになりま
した。ＯＰＲＴは会議後、世界的規
模で休漁に向かっている状況を公
表。原田専務は「燃油価格高騰は、
特に遠洋に漁場のあるマグロ延縄漁
船を直撃。各会員は、燃油コストの
上昇を吸収するために、経費節減に
努めてきたが、操業継続は、赤字を
積み上げるだけの事態に到り、多く
のマグロ延縄漁船が休漁せざるを得
ない。この結果、天然冷凍刺身マグ
ロの供給が減少することは残念だ。
しかし、国際的な投機の対象とも
なっている原油価格の高騰に、民間
の一業界が為す術は無い。原油価格
の高騰は、漁業だけでなく、多くの
国の産業にも影響を与えている。不
合理な原油価格の上昇を抑制する国
際的メカニズムの導入を国際機関、
各国政府に早急に検討するよう訴え
たい」と述べました。

「かつてオイルショックも経験したが、今回とは
意味が違う。その時は油が高くなってもマグロは釣
れていた。今は釣れない」と遠洋マグロ船主は声を
落とす。
燃油高騰がここまでマグロ漁業を追い込んだ理由
に、資源の悪化がある。
遠洋マグロの場合、かつて１日２$、３$と釣れ
ていたものが、今は多くの海域で、平均で０．５$、０．
３$。１$を大きく下回ることが少なくない。１日
で１尾もマグロが釣れない日さえあるという。日本
船に限らない。現在
最も多くマグロ船を
所有する台湾船など
外国船も状況は同じ
だ。
１日の漁が１$を
大きく下回るということはどういうことか。
４００$近い遠洋マグロ延縄船の場合、１日の燃油
消費量は約３#%といわれる。延縄を１５０#流し釣
り上げるために船を走らせる油代に加え、釣ったマ
グロを超低温といわれるマイナス６０度に保つための
発電機を回す油の消費量もバカにならない。１キロ
%１２万円とすれば油代だけで３６万円が消える。当然
餌代もかかる。３０００本の針に付ける餌１尾が２０円だ
とすれば、１日６万円。油代と餌代という中心的な
材料費だけで、１日４２万円。キロ７５０円のキハダマ

グロが１$漁獲できても、１日の漁獲高は９０万円で、
その４７％が材料費で消える。現状で１$も獲れない
日がほとんどと考えれば、採算は合わない。
マグロ船１隻を所有する船主の場合、もちろん、
船は相当の努力をしている。漁に支障が出ない程度
に速力を落とし、船内のムダな灯りをすべて消すな
ど、油を使わない工夫に余念はない。１日の燃油消
費量を２#%近くまで落としている船もある。しか
し、焼け石に水。油の高騰とマグロの不漁から逃げ
道は見つからない。
遠洋マグロをめぐる環境は、資源の悪化、国際規
制の強化、諸外国の競争激化の中でどう競争力を付

けていくかが課題と
なっていた。１０年ほ
ど前の２割減船以
降、マグロ船はコス
ト削減にも取り組ん
できている。

実際、あらゆる手段を講じ、まだ燃油がキロリッ
トル２万円台だった当時で８０万円を超えていた１日
のコストを、燃油が高騰する前には５０万円を切ると
ころまで下げた船もいる。もし、その努力をしてな
ければ、すでに日本のマグロ船は全滅している。逆
に言えば、燃油が高騰するまでにできるコスト削減
はすべてやり尽くしている。「残された道は、マグ
ロの価格が上がること」と、真面目な表情で語る静
岡のマグロ船主。マグロ漁業は今、そこまで追い込
まれている。

編 集 後 記 ＥＵ（欧州連合）は、燃油高騰で打撃を受けている漁業に対し、２０億ユーロ（約３、３２０億円）の
緊急支援策実施を７月１５日決定。実施のための緊急規則を急ぎ読んだ。ＥＵの漁業を今後も存続さ

せるための緊急措置。決然と実施する意思と気迫を感じる。マグロ資源の国家間の争奪戦も今後、更に厳しくなると予
想されるが、石川組合長の言う「日本の遠洋マグロ漁業を国策として残す」を支持する。 （原田）
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漁業者の悲鳴（水産経済新聞記事 転載）

１尾も獲れない日も

燃油高騰に追い打ちかける資源の悪化

ＯＰＲＴ総会開催


